
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
え

て
」
と
、
第
十
一
条
第
一
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、

第
十
二
条
中
「
様
式
第
三
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
八
」
と
、
第
十
三
条
第
一
項
中
「
様
式
第
四
」
と
あ
る
の

は
「
様
式
第
九
」
と
、
第
十
四
条
第
一
項
中
「
法
第
三
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
」
と
、「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
二
条
」
と
、「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
」
と
、「
法

第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
一
項
」
と
、「
法
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、「
法
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は

「
法
附
則
第
五
条
第
三
項
」
と
、
第
十
六
条
中
「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附

則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
、
第
十
七
条
中「
第
十
二
条
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
」
と
、「
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

三
条
の
五
」
と
、「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
、
第
十
八
条
中
「
法
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
附
則
第
五
条
第
一
項
」
と
、「
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
（
同
条
第
二
号
に
該
当
す

る
場
合
を
除
く
。）、
第
十
六
条
第
二
項
及
び
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
第
二
項
及
び
前
条
並
び
に
附
則
第
三
条
の
五
（
同
条
第
三
号
及
び
第
四

号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）」
と
、「
前
条
中
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条

中
」
と
、「
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
死
亡
等
の
届
出
）

第
三
条
の
五

准
介
護
福
祉
士
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
者
は
、
遅
滞
な
く
、
准
介
護
福
祉
士
登
録
証
を
添
え
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
新
設
）

一

死
亡
し
、
又
は
失
踪
の
宣
告
を
受
け
た
場
合

戸
籍
法
に
規
定
す
る
届
出
義
務
者

二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
た
場
合

当
該
准
介
護
福
祉
士
又
は

法
定
代
理
人

三

法
附
則
第
三
条
第
一
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

当
該
准
介
護
福
祉
士
又
は
同
居
の
親
族
若
し
く
は

法
定
代
理
人

四

法
附
則
第
三
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
場
合

当
該
准
介
護
福
祉
士
又
は
法
定
代
理

人
（
連
携
）

第
三
条
の
六

准
介
護
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
際
し
、
医
療
が
必
要
と
な
つ
た
場
合
の
医
師
を
、
あ
ら

か
じ
め
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

准
介
護
福
祉
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
り
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
の
関
与
が
必
要
と
な
つ
た

場
合
に
は
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
行
為
）

（
特
定
行
為
）

第
四
条

法
附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
行
為
（
以
下
「
特
定
行
為
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
喀
痰
吸
引
等
研
修（
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
喀
痰
吸
引
等
研
修
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

の
課
程
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

法
附
則
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
行
為
（
以
下
「
特
定
行
為
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
喀
痰
吸
引
等
研
修
（
法
附
則
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
喀
痰
吸
引
等
研
修
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
課
程
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 


		2022-01-28T14:46:29+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




